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そこで、従来方法の問題点を解決すべく、 CDS (Context Data Store) 機構の設計と実装を行った。 CDS 機構は、
コンテクストデータを主記憶上に保持する一つの独立したプロセスであるが、コンポーネントオブジェクト技術に基
づくオブジェクト開通信により外部プログラムから容易に利用できる。さらに、 CDS 機構をワークステーション用




本論文は近年急増している World Wide Web (以下 Web と略記)を利用して開発されるクライアント・サーバシ
ステムのための「セッション管理」の新しい方法とその効果的な実現法について述べているo






ション管理機構 (URL エンコーディング、 HIDDEN 属性タグ、クッキーなど)の分析を行い、それぞれの手法の
不十分な点を明らかにしている。続いてそれらを解決するために、コンポーネントオブジェクト技術を利用した新し






構を設計、実装している。この CDS 機構についても現実のシステム開発に適用しているo 更に、ベンチマーク試験
により性能評価を行い、従来手法と比べ非常に優れていることを確認している。
以上のように、本論文は新たなセッション管理を実現する技術を確立すると共に、これに基っ・いた CDS 機構を実
現し、その評価を行っており、 Web-CS システムの効果的な開発に大きく貢献すると共に、学術的にも価値ある知見
をもたらしており、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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